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  令和４年９月１２日（月曜日） 

 

本日の会議に付した事件 

 議第４０号 令和３年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４１号 令和３年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４２号 令和３年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４３号 令和３年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４４号 令和３年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４５号 令和３年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について 

 議第４６号 令和３年度上山市水道事業会計決算の認定について 

 議第４７号 令和３年度上山市下水道事業会計決算の認定について 
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出 欠 席 委 員 氏 名 

出席委員（１４人） 

       長  澤  長右衛門  委員         石  山  正  明  委員 

       佐  藤  光  義  委員         守  岡     等  委員 

       髙  橋  要  市  委員         棚  井  裕  一  委員 

       谷  江  正  照  委員         尾  形  み ち 子  委員 

       川  口     豊  委員         中  川  と み 子  委員 

       神  保  光  一  委員         川  崎  朋  巳  委員 

       髙  橋  義  明  委員         大  沢  芳  朋  委員 

 

欠席委員（１人） 

       枝  松  直  樹  委員 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 
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佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  大  澤  泰  雄 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 横  戸  利  平 建 設 課 長 

須  貝  信  亮 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  横  戸     隆 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

高  橋  秀  典 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  舟  越  信  弘 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

大  和     啓 監 査 委 員  鈴  木  淳  子 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

伊  藤  寛  人 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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午前１０時００分 開 議 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

開  議 

 

○大沢芳朋委員長 出席委員は定足数に達して

おりますので、これより決算特別委員会を開会

いたします。 

 本日は、特別会計歳入歳出決算の審査及び各

事業会計決算の審査を行います。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４０号 令和３年度上山市国民 

       健康保険特別会計歳入 

       歳出決算の認定につい 

       て 

 

○大沢芳朋委員長 初めに、議第４０号令和３

年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出決算

の認定についてを議題といたします。当局の説

明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、令

和３年度上山市国民健康保険特別会計歳入歳出

決算について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と
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の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の１５ペ

ージ、１６ページをお開き願います。 

 初めに、１款１項国民健康保険税について申

し上げます。収入済額は６億４，１５０万８，

４０５円で、前年度に比べ１，０７７万８，０

００円の減、率にして１．７％の減でありまし

た。これは国民健康保険被保険者の減少による

ものであります。不納欠損額は１，８１４万１，

３１１円、収入未済額は７，２７２万９，１０

３円となっております。 

 ２款使用料及び手数料１項手数料について申

し上げます。収入済額は２４万５００円で、前

年度に比べ１万１，０００円の減、率にして４．

４％の減でありました。これは督促手数料の減

少によるものであります。不納欠損額はなく、

収入未済額はマイナス４００円となっておりま

すが、還付未済によるものであります。 

 ３款国庫支出金１項国庫補助金について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の８３万７，

０００円で、前年度に比べ２５７万７，０００

円の減、率にして７５．５％の減でありました。

これは災害臨時特例補助金及び社会保障・税番

号制度システム整備費補助金の減少によるもの

であります。 

 ４款県支出金１項県負担金について申し上げ

ます。収入済額は調定額と同額の２６億２，８

３５万２，０００円で、前年度に比べ１億３，

０７１万９，０００円の増、率にして５．２％

の増でありました。これは普通交付金、保険者

努力支援交付金及び特別交付金等の増加による

ものであります。 

 ５款財産収入１項財産運用収入について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の４０万９，

４６５円で、前年度に比べ１２万８，０００円

の増、率にして４５．７％の増でありました。

これは国民健康保険基金の運用利子の増加によ

るものであります。 

 ６款繰入金について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の２億５，８２３万１，７０３

円で、前年度に比べ１，３３７万９，０００円

の減、率にして４．９％の減でありました。こ

れは一般会計からの保険基盤安定繰入金、職員

給与費等繰入金等の減少によるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項他会計

繰入金が２億５，８２３万１，７０３円、２項

基金繰入金がゼロ円となっております。 

 ７款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の１億９２３万８，８４６

円で、前年度に比べ１２７万１，０００円の減、

率にして１．１％の減でありました。 

 ８款諸収入について申し上げます。収入済額

は８２６万６７０円で、前年度に比べ６２８万

１，０００円の増、率にして３１７．３％の増

でありました。これは一般被保険者第三者納付

金の増によるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項延滞金、

加算金及び過料が４１万８，２００円、２項預

金利子がゼロ円、３項雑入が７８４万２，４７

０円となっております。不納欠損額はなく、収

入未済額は４，９６５円となっておりますが、

一般被保険者返納金の未納によるものでありま

す。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額３６億

３，６００万円に対し、調定額３７億３，７９

５万３，５６８円、収入済額３６億４，７０７

万８，５８９円、不納欠損額１，８１４万１，

３１１円、収入未済額７，２７３万３，６６８
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円となったものであります。 

 歳入決算額は前年度に比べ１億９１１万２，

０００円の増、率にして３．１％の増でありま

した。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 初めに、１款総務費について申し上げます。

支出済額は６，０９４万５，２１１円で、前年

度に比べ１５６万１，０００円の減、率にして

２．５％の減でありました。これは賦課徴税費

のコンピュータシステム改修費等が増加したも

のの、職員人件費等が減少したことによるもの

であります。不用額は１，５３９万７，７８９

円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項総務管

理費が５，３７８万５，５４３円、２項徴税費

が６９２万６，９７８円、３項運営協議会費が

６万２，１９０円、４項趣旨普及費が１７万５

００円となっております。 

 ２款保険給付費について申し上げます。支出

済額は２５億１，９５０万４，０３６円で、前

年度に比べ１億１，８５７万５，０００円の増、

率にして４．９％の増でありました。これは現

物給付法定給付費及び一般被保険者等高額療養

費等が増加したことによるものであります。不

用額は７，７２２万１，９６４円となっており

ます。 

 支出済額の内訳につきましては、１項療養諸

費が２２億２９８万７，５０３円、２項高額療

養費が３億１，２０１万６，５３３円、３項移

送費がゼロ円、４項出産育児諸費が２１０万円、

５項葬祭諸費が２４０万円、６項傷病諸費がゼ

ロ円となっております。 

 ３款国民健康保険事業費納付金について申し

上げます。支出済額は８億１，０６９万４，９

０９円で、前年度に比べ４，０１０万８，００

０円の減、率にして４．７％の減でありました。

これは一般被保険者医療給付費分が減少したこ

とによるものであります。不用額は２，０９１

円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項医療給

付費が５億５，９０７万６，０４５円、２項後

期高齢者支援金等が１億８，８０２万６，６７

６円、３項介護納付金が６，３５９万２，１８

８円となっております。 

 ４款１項共同事業拠出金について申し上げま

す。予算現額は１万円でありましたが、支出が

なかったため、全額が不用額となったものであ

ります。 

 ５款保健事業費について申し上げます。支出

済額は５，１１７万３，９２８円で、前年度に

比べ５３０万３，０００円の増、率にして１１．

６％の増でありました。これは特定健康診査等

事業費が増加したことによるものであります。

不用額は２，２１８万９，０７２円となってお

ります。 

 支出済額の内訳につきましては、１項特定健

康診査等事業費が４，７７２万８，６０９円、

２項保健事業費が３４４万５，３１９円となっ

ております。 

 ６款１項基金積立金について申し上げます。

支出済額は４０万９，４６５円で、前年度に比

べ１２万８，０００円の増、率にして４５．

７％の増でありました。これは国民健康保険基

金積立金が増加したことによるものであります。

不用額は５９万５３５円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 ７款１項公債費について申し上げます。支出

済額は６万２７３円で、前年度に比べ皆増であ

りました。これは一時借入金利子が増加したこ
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とによるものであります。不用額は５３万９，

７２７円となっております。 

 ８款諸支出金について申し上げます。支出済

額は６，５９１万２，８７０円で、前年度に比

べ２４２万５，０００円の減、率にして３．

５％の減でありました。これは県支出金等精算

返還金が減少したことによるものであります。

不用額は７０８万７，１３０円となっておりま

す。 

 支出済額の内訳につきましては、１項償還金

及び還付加算金が６，５９１万２，８７０円、

２項貸付金がゼロ円となっております。 

 ９款１項予備費について申し上げます。予算

現額は４２６万１，０００円でありましたが、

支出がなかったため、全額が不用額となったも

のであります。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額３６億

３，６００万円に対し、支出済額は３５億８７

０万６９２円、翌年度繰越額はゼロ円、不用額

は１億２，７２９万９，３０８円となったもの

であります。 

 歳出決算額は前年度に比べ７，９９７万３，

０００円の増、率にして２．３％の増でありま

した。 

 歳入歳出差引残額は１億３，８３７万７，８

９７円となり、全額を令和４年度に繰り越した

ものであります。 

 以上で令和３年度上山市国民健康保険特別会

計歳入歳出決算について補足説明を終わります

が、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 国民健康保険基金についてお

尋ねします。 

 決算書でも１０億６，１００万円の基金保有

が示されています。この基金は当初、急激な給

付増や、あるいは震災などで保険税の収入が著

しく不足した場合の対応策として設けられたも

のだと思いますけれども、しかし令和３年６月

に国会で健康保険法の改正が行われまして、都

道府県の財政安定化基金に年度間の財政調整機

能が付与されたということです。 

 つまり、急激な給付増や保険税収入の不足が

見込まれた場合、県の財政安定化基金事業で対

応できることになったわけです。 

 本市の国保基金は、ただでさえ保有額が高く、

令和元年度の県の国保事業年報によると、山形

市よりも多い県内１３市中３位と、こういう高

さになっています。 

 この間、本市では国保の算定方式から資産割

をなくしたり、あるいは未就学児に係る均等割

の減額、あるいはコロナ特例減免などの措置を

講じてきたわけですけれども、さらなる減額措

置を講じる財政的ゆとりができたのではないか

と考えますが、いかがでしょうか。 

○大沢芳朋委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 都道府県財政安定化

基金につきましては、あくまで保険料の収納が

不足する市町村に対する貸付けを行う事業であ

ったり、県全体の国民健康保険に係る特別会計

において、見込みを上回る給付増による財源不

足が生じた場合の繰入れに活用するための基金

でございます。 

 一方で、市町村単位での単年度収支の赤字の

補塡につきましては、現時点においてはあくま

で市町村の基金で対応する必要がありますので、

今後も税率を現状以上に上げないためにも、あ

る程度の規模の基金を確保していく必要がある

と考えております。 
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 本市におきましても、令和３年度に税率のマ

イナス改定を行って引き下げておりますが、決

してゆとりがあるわけではなく、今後の県納付

金、そして被保険者数、医療費の動向を見なが

ら見極めていく必要があると考えております。 

○大沢芳朋委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 本市の国保財政ですけれども、

県で出している事業年報を見ると、一般会計か

らの繰入れとか、ほかではやっているところが

多いんですけれども、本市はやっていないとか、

基金繰入れも当然やっていないということで、

非常に県内１３市の中ではいい分類に属するの

かなと思っていまして、保険税額そのものも１

３市中真ん中あたりにあると思うんです。ただ

やっぱり市民の生活を見てみると、コロナ禍で

税負担に苦しむ市民はたくさんいるということ

で、この税負担をもう少し軽減を図ったり、あ

るいは市独自の国保ドックや、あるいはデータ

バンクの整備など、健康管理活動の強化など取

り組むべき課題はたくさんあると思うんですけ

れども、こうした分野での活用も見込まれるの

ではないかと思いますが、今後そういう税の軽

減以外でも、保健活動の推進とかにこの基金を

活用するという考えはないでしょうか。 

○大沢芳朋委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 基金の活用方針につ

きましては、先ほど申し上げましたとおり、基

本的には、今後の税率を現状以上に上げないた

めに活用するということが基本でございますが、

当然、予防事業の取組についても今後も充実さ

せながら、効果的な保健事業を実施していく必

要があると思っておりますので、そういった活

用についても今後もさらにしていきたいと思っ

ております。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。

棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 年度別の収入率なんですけれ

ども、平成２９年度から令和３年度にかけて３．

６％上昇しています。今回も現年度分で９６．

９％、合計で８７．６％ということで前年度と

比べ増加しているわけですけれども、その一方

で不納欠損額は７１．７％増加していると。か

なり努力の跡は見られるということの反面、い

ろんな社会情勢などもあると思いますけれども、

その辺はどのように、これまで収納率の上昇に

向けて対策をなされてきたのかとか、あと分析

はどのようになさっているのか、お伺いします。 

○大沢芳朋委員長 税務課長。 

○前田豊孝税務課長 不納欠損額の上昇につき

ましては、不納欠損をする場合、納税者の生活

の困窮というものが一番大きな理由でございま

す。 

 なお、不納欠損に当たりましては、法律とか

規則の規定に従いまして、その基準を満たした

場合、不納欠損になるものでございますので、

そのときの社会経済情勢によって上昇したり下

降したりというような現象が起きるものでござ

います。 

 なお、収納率につきましては、前回、一般会

計でも申し上げましたとおり、普通の一般の市

税と同様に、納税者に寄り添った相談を受けま

して、そして納付がなかなか困難な方には分割

納付をお勧めするなどして、そして無理のない

納税につなげていくという形で進めているとこ

ろでございます。 

○大沢芳朋委員長 棚井裕一委員。 

○棚井裕一委員 制度上、不納欠損というもの

も致し方ないというんですか、制度上のものだ

と思いますけれども、いわゆる改善なさってい

る点で、１３市の中でも平均を７．２ポイント
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上回っているということで、非常にいい傾向に

あると思うんです。 

 ただ、さらに、例えば長井市は９３％を超え

ているというところもあると思うんです。そう

いったところで、職員に対するとか、あと収納

率を上げるための研修なり努力なりというもの

はなさってるのかどうか、お伺いいたします。 

○大沢芳朋委員長 税務課長。 

○前田豊孝税務課長 研修につきましては、新

たに担当になった職員の場合は、いわゆる初任

者研修というものもありますけれども、収納率

につきましても、国民健康保険税につきまして

は収納率８７．５９％ということで、県内１３

市では２番目の成績になっておりますけれども、

やはり国民健康保険税に限らず、長井市が大分、

収納率が高いということで、いろんな場面で情

報交換をしながらやっております。今後とも情

報収集をしながら、そして職員も臨機応変に対

応できるようにしながら、収納率の向上に努め

ていきたいと考えております。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４０号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４０号令和３年度上山市国民健康保険特

別会計歳入歳出決算の認定については、原案の

とおり認定すべきものと決することに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４０号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４１号 令和３年度上山市農業 

       集落排水事業特別会計 

       歳入歳出決算の認定に 

       ついて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４１号令和３年

度上山市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔須貝信亮上下水道課長 登壇〕 

○須貝信亮上下水道課長 命によりまして、令

和３年度上山市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の２１ペ

ージ、２２ページをお開き願います。 

 初めに、１款使用料及び手数料について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の３，２２

２万７，１２５円で、前年度に比べ７５万７，

０００円の減、率にして２．３％の減でありま

した。 

 収入済額の内訳につきましては、１項使用料

が３，２２２万６，９２５円、２項手数料が２

００円となっております。 

 ２款県支出金１項県補助金について申し上げ

ます。収入済額は調定額と同額の６０万２，０

００円で、前年度に比べ９３９万８，０００円
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の減、率にして９４．０％の減でありましたが、

農業集落排水施設整備事業に係る工事請負費な

どが令和４年度へ繰越しとなったことによるも

のであります。 

 ３款１項繰入金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の７，６００万円で、前年

度に比べ５００万円の減、率にして６．２％の

減でありました。 

 ４款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の３３６万７，７６７円で、

前年度に比べ２２７万７，０００円の増、率に

して２０８．９％の増でありました。 

 ５款諸収入１項市預金利子について申し上げ

ます。収入済額はありませんでした。 

 ６款１項市債について申し上げます。収入済

額は調定額と同額の４，７１０万円で、前年度

に比べ４０万円の減、率にして０．８％の減で

ありました。 

 ７款分担金及び負担金１項分担金について申

し上げます。収入済額は調定額と同額の４９万

２，４００円で、前年度に比べ２０万５，００

０円の減、率にして２９．４％の減でありまし

た。農業集落排水事業への新規加入による上山

市農村総合整備事業分担金の減によるものであ

ります。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額２億４，

９００万円、調定額及び収入済額は同額の１億

５，９７８万９，２９２円となったものであり

ます。収入済額は前年度に比べ１，３４８万３，

０００円の減、率にして７．８％の減でありま

した。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 １款農業集落排水事業費１項農業集落排水施

設管理費について申し上げます。支出済額は５，

１５８万１，０８３円で、前年度に比べ８１９

万９，０００円の増、率にして１８．９％の増

でありました。農業集落排水事業地方公営企業

法の適用に向けた業務委託などにより増加とな

ったものであります。不用額は４９９万４，９

１７円となっております。 

 ２項農業集落排水施設建設改良費について申

し上げます。支出済額は１５９万５，０００円

で、前年度に比べ１，９２７万７，０００円の

減、率にして９２．４％の減でありました。宮

川２地区農業集落排水施設整備事業に係る設備

更新工事が新型コロナウイルス感染症の影響で

納入資材の遅延などに伴い、令和４年度に繰越

しとなったことなどによるものであります。令

和４年度への繰越額は８，４４０万５，０００

円となっております。 

 ２款１項公債費について申し上げます。支出

済額は１億５８６万１，２４４円で、前年度に

比べ２１万１，０００円の増、率にして０．

２％の増でありました。不用額は２０万７，７

５６円となっております。 

 ３款１項予備費について申し上げます。支出

済額はありませんでしたので、不用額は３５万

５，０００円となっております。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額２億４，

９００万円、支出済額は１億５，９０３万７，

３２７円、翌年度繰越額は８，４４０万５，０

００円、不用額は５５５万７，６７３円となっ

たものであります。支出済額は前年度に比べ１，

０８６万７，０００円の減、率にして６．４％

の減でありました。 

 歳入歳出差引残額は７５万１，９６５円とな

り、全額を令和４年度に繰越ししたものであり

ます。 

 以上で令和３年度上山市農業集落排水事業特
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別会計歳入歳出決算について補足説明を終わり

ますが、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４１号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４１号令和３年度上山市農業集落排水事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定すべきものと決することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４１号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４２号 令和３年度上山市介護 

       保険特別会計歳入歳出 

       決算の認定について 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４２号令和３年

度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定

についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、令

和３年度上山市介護保険特別会計歳入歳出決算

について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の２５ペ

ージ、２６ページをお開き願います。 

 初めに、１款保険料１項介護保険料について

申し上げます。収入済額は８億５９０万３，４

４２円で、前年度に比べ３０６万８，０００円

の増、率にして０．４％の増でありました。こ

れは被保険者数の増加によるものであります。

不納欠損額は２９４万８，４１５円、収入未済

額は５８２万３，９４４円となっております。 

 ２款使用料及び手数料１項手数料について申

し上げます。収入済額は７万２，９２０円で、

前年度に比べ１万１，０００円の減、率にして

１２．７％の減でありました。これは督促手数

料の減少によるものであります。不納欠損額は

なく、収入未済額はマイナス１００円となって

おりますが、還付未済によるものであります。 

 ３款国庫支出金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の１０億２，６４４万８，

１９８円で、前年度に比べ３，３６２万９，０

００円の増、率にして３．４％の増でありまし

た。これは調整交付金等の増により国庫補助金

が増加したことによるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項国庫負

担金が７億５５６万３，９６８円、２項国庫補

助金が３億２，０８８万４，２３０円となって

おります。 

 ４款１項支払基金交付金について申し上げま

す。収入済額は調定額と同額の９億８，０４７

万６，０００円で、前年度に比べ５４万６，０

００円の減、率にして０．１％の減でありまし
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た。これは地域支援事業支援交付金が増加した

ものの、介護給付費交付金が減少したことによ

るものであります。 

 ５款県支出金について申し上げます。収入済

額は調定額と同額の５億３，０２３万２，１１

０円で、前年度に比べ５３万２，０００円の増、

率にして０．１％の増でありました。これは介

護給付費負担金が減少したものの、地域支援事

業交付金（介護予防・日常生活支援総合事業）

分等の増により県補助金が増加したことによる

ものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項県負担

金が５億７８１万８，１７０円、２項県補助金

が２，２４１万３，９４０円となっております。 

 ６款財産収入１項財産運用収入について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の３万６，

７５９円で、前年度に比べ１万９，０００円の

減、率にして３４．２％の減でありました。こ

れは介護給付費準備基金の運用利子の減少によ

るものであります。 

 ７款繰入金について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の５億７，０９３万８，３８４

円で、前年度に比べ５４４万９，０００円の減、

率にして０．９％の減でありました。 

 収入済額の内訳につきましては、１項一般会

計繰入金が５億７，０９３万８，３８４円、２

項基金繰入金がゼロ円となっております。 

 ８款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の１億２，９８５万２，３

３１円で、前年度に比べ９１２万６，０００円

の減、率にして６．６％の減でありました。 

 ９款諸収入について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の１５９万７，６６３円で、前

年度に比べ１５７万３，０００円の増、率にし

て６，２９０．７％の増でありました。これは

第三者納付金及び高額介護サービス費返還金等

の雑入の皆増によるものであります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項延滞金、

加算金及び過料が５万８，３００円、２項預金

利子がゼロ円、３項雑入が１５３万９，３６３

円となっております。 

 次のページをお開き願います。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額４０億

８，９００万円に対し、調定額４０億５，４３

３万６６円、収入済額４０億４，５５５万７，

８０７円、不納欠損額２９４万８，４１５円、

収入未済額５８２万３，８４４円となったもの

であります。 

 歳入決算額は前年度に比べ２，３６５万１，

０００円の増、率にして０．６％の増でありま

した。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 初めに、１款総務費について申し上げます。

支出済額は７，０２２万４８９円で、前年度に

比べ６８２万４，０００円の減、率にして８．

９％の減でありました。これはコンピュータシ

ステム改修業務委託料などの減により総務管理

費が減少したこと、第８期介護保険事業計画の

計画策定費が皆減したことなどによるものであ

ります。不用額は１，２６４万２，５１１円と

なっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項総務管

理費が４，７７２万７，３５８円、２項徴収費

が２１８万８，０８８円、３項介護認定審査会

費が２，０１８万１，０４３円、４項趣旨普及

費がゼロ円、５項運営協議会費が１２万４，０

００円となっております。 

 ２款保険給付費について申し上げます。支出

済額は３５億２，９５７万５，４４３円で、前
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年度に比べ１，１９５万４，０００円の減、率

にして０．３％の減でありました。これは地域

密着型介護サービス給付費等の増により介護サ

ービス等諸費等の増加があるものの、介護予防

サービス給付費及び地域密着型介護予防サービ

ス給付費等の減により介護予防サービス等諸費

が減少したこと、高額介護サービス費の減によ

り高額介護サービス等費が減少したこと、特定

入所者介護サービス費の減により特定入所者介

護サービス等費が減少したことによるものであ

ります。不用額は１億８，７８６万４，５５７

円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項介護サ

ービス等諸費が３２億１，１０７万３，７９０

円、２項介護予防サービス等諸費が８，３６２

万８，７１５円、３項その他諸費が３３１万４，

８５４円、４項高額介護サービス等費が７，０

３１万４，６９１円、５項高額医療合算介護サ

ービス等費が１，０９０万８，９４９円、６項

市町村特別給付費が１，１３６万５，２６０円、

７項特定入所者介護サービス等費が１億３，８

９６万９，１８４円となっております。 

 ３款１項基金積立金について申し上げます。

支出済額は６，４０３万６，７５９円で、前年

度に比べ１，６０１万９，０００円の減、率に

して２０．０％の減でありました。これは介護

給付費準備基金積立金が減少したことによるも

のであります。不用額は１６万３，２４１円と

なっております。 

 ４款地域支援事業費について申し上げます。

支出済額は１億４，２４８万７，２１６円で、

前年度に比べ９２９万５，０００円の増、率に

して７．０％の増でありました。これは介護予

防・生活支援サービス事業費（１号訪問・通

所・生活支援）の増により介護予防・生活支援

サービス事業費が増加したこと、一般介護予防

事業等委託料の増により一般介護予防事業費が

増加したことなどによるものであります。不用

額は１，１９７万２，７８４円となっておりま

す。 

 支出済額の内訳につきましては、１項介護予

防・生活支援サービス事業費が８，３５１万８，

８９４円、２項一般介護予防事業費が１，４７

２万８２円、３項包括的支援事業・任意事業費

が４，３８８万９，８７５円、４項その他諸費

が３５万８，３６５円となっております。 

 ５款１項公債費について申し上げます。支出

済額は１２万５４７円で、前年度に比べ１万９，

０００円の減、率にして１３．８％の減であり

ました。不用額は１２万９，４５３円となって

おります。これは一時借入金利子が減少したこ

とによるものであります。 

 次のページをお開き願います。 

 ６款諸支出金１項償還金及び還付加算金につ

いて申し上げます。支出済額は６，８５２万２

７７円で、前年度に比べ８４２万７，０００円

の増、率にして１４．０％の増でありました。

これは過年度の国等の給付費負担金等の返還金

が増加したことによるものであります。不用額

は７１万１，７２３円となっております。 

 ７款１項予備費について申し上げます。予算

現額は５５万５，０００円でありましたが、支

出がなかったため、全額が不用額となったもの

であります。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額４０億

８，９００万円に対し、支出済額は３８億７，

４９６万７３１円、翌年度繰越額はゼロ円、不

用額は２億１，４０３万９，２６９円となった

ものであります。 

 歳出決算額は前年度に比べ１，７０９万４，
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０００円の減、率にして０．４％の減でありま

した。 

 歳入歳出差引残額は１億７，０５９万７，０

７６円となり、全額を令和４年度に繰り越した

ものであります。 

 以上で令和３年度上山市介護保険特別会計歳

入歳出決算について補足説明を終わりますが、

よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 まず、介護予防についてお尋

ねします。 

 要介護認定者の伸び率が目標３．１％に対し

てマイナス０．４％と、非常に大きな成果を出

したのではないかと思われます。様々な地域に

おける保健活動の成果だと考えますけれども、

特に今、各地区で百歳体操が取り組まれていま

して、そこに市の保健師が訪問して支援してく

れるということで、大変すばらしい活動だと思

います。 

 このすばらしい取組を、健康チェックなどを

通してデータ化を図って、成果が目に見える形

で示すこと、そしてエビデンスとして確立して

いけたらすばらしいと思うんですけれども、こ

うした取組はどうでしょうか。 

○大沢芳朋委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 本市におきましては、

成果測定のために、百歳体操の開始前、そして

３か月後にバランス能力や下肢筋力の指標とな

る片足立ちの測定などを実施しておりまして、

その測定結果について、参加者、団体に報告会

を実施するとともに、市報におきましても、実

施状況、成果を掲載しまして、市民への見える

化を図っているところでございます。 

 また、百歳体操の参加者を対象とした医療費

分析も行っておりまして、７５歳以上で２０回

以上の参加をされている方では約８万円の削減、

さらに２年間以上継続して参加されている方は

８万５，０００円の削減効果というものも出て

おりますので、今後も継続しながら、見える化

のための情報発信に取り組んでまいります。 

○大沢芳朋委員長 守岡等委員。 

○守岡 等委員 すごい成果だなと思って聞い

ていました。 

 それと、認知症対策についても、この間コロ

ナ禍の下でも認知症地域支援推進員を配置して、

認知症予防教室を実施したり、あと認知症初期

集中支援チームを設置して、要介護認定を受け

ていない段階での介入を行い、必要な支援につ

なげたとあります。 

 目標値においても、認知症サポーターのうち、

新規ボランティア活動者数が目標を上回る１１

人と、大きな成果を上げているようです。 

 認知症対策については本当、県内でも先端を

行っているのではないかと私は評価しています。 

 こうしたこれまでの成果を踏まえて、今後さ

らに健康マイスターの活用も含めたボランティ

ア人材による生活支援の事業が検討されておる

んですけれども、これはどのようなものなのか。

ちょっと具体的にお示しいただけますか。 

○大沢芳朋委員長 健康推進課長。 

○鈴木直美健康推進課長 新たな取組のボラン

ティアポイント事業につきましては、健康マイ

スター養成講座を修了した方の中から、活動を

希望する人を募りまして、健康づくり事業の広

報活動、健康教室時のスタッフ、小中学校の見

守りウォーキング、認知症カフェのスタッフ、

高齢者施設における介護助手等の業務に活動し

ていただきまして、その活動に対してポイント



－１６３－ 

付与をすることによって、地域貢献と社会貢献

による参加者と地域の健康度を上げていくとい

う取組でございます。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４２号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４２号令和３年度上山市介護保険特別会

計歳入歳出決算の認定については、原案のとお

り認定すべきものと決することに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４２号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４３号 令和３年度上山市浄化 

       槽事業特別会計歳入歳 

       出決算の認定について 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４３号令和３年

度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決算の認

定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔須貝信亮上下水道課長 登壇〕 

○須貝信亮上下水道課長 命によりまして、令

和３年度上山市浄化槽事業特別会計歳入歳出決

算について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の３３ペ

ージ、３４ページをお開き願います。 

 初めに、１款使用料及び手数料について申し

上げます。収入済額は９４０万４２０円で、前

年度に比べ１２万２，０００円の減、率にして

１．３％の減でありました。収入未済額は４万

３，６７０円となっております。 

 収入済額の内訳につきましては、１項使用料

が９３９万７，５２０円、２項手数料が２，９

００円となっております。 

 ２款１項繰入金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の８３０万円で、前年度に

比べ５０万円の増、率にして６．４％の増であ

りました。 

 ３款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の８５万１，０８１円で、

前年度に比べ１６万円の増、率にして２３．

１％の増でありました。 

 ４款諸収入１項市預金利子について申し上げ

ます。収入済額はありませんでした。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額１，９

００万円、調定額１，８５９万５，１７１円、

収入済額１，８５５万１，５０１円、収入未済

額４万３，６７０円となったものであります。

収入済額は前年度に比べ５３万８，０００円の

増、率にして３．０％の増でありました。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 １款浄化槽事業費１項浄化槽管理費について

申し上げます。支出済額は１，２１７万８，９

４９円で、前年度に比べ４７万５，０００円の
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増、率にして４．１％の増でありました。清掃

保守業務委託料が増加したことなどによるもの

であります。不用額は１２５万２，０５１円と

なっております。 

 ２款１項公債費について申し上げます。支出

済額は５４５万８，４１４円で、前年度と同額

でありました。不用額は１，５８６円となって

おります。 

 ３款１項予備費について申し上げます。支出

済額はありませんでした。不用額は１０万９，

０００円となっております。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額１，９

００万円、支出済額は１，７６３万７，３６３

円、不用額は１３６万２，６３７円となったも

のであります。支出済額は前年度に比べ４７万

５，０００円の増、率にして２．８％の増であ

りました。 

 歳入歳出差引残額は９１万４，１３８円とな

り、全額を令和４年度に繰越ししたものであり

ます。 

 以上で令和３年度上山市浄化槽事業特別会計

歳入歳出決算について補足説明を終わりますが、

よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４３号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４３号令和３年度上山市浄化槽事業特別

会計歳入歳出決算の認定については、原案のと

おり認定すべきものと決することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４３号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 この際、１０分間休憩いたします。 

    午前１１時００分 休 憩 

                  

    午前１１時１０分 開 議 

○大沢芳朋委員長 休憩前に引き続き会議を開

きます。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４４号 令和３年度上山市後期 

       高齢者医療特別会計歳 

       入歳出決算の認定につ 

       いて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４４号令和３年

度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。健康推進課長。 

〔鈴木直美健康推進課長 登壇〕 

○鈴木直美健康推進課長 命によりまして、令

和３年度上山市後期高齢者医療特別会計歳入歳

出決算について補足説明申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の３７ペ

ージ、３８ページをお開き願います。 
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 初めに、１款１項後期高齢者医療保険料につ

いて申し上げます。収入済額は３億１，５００

万１，８７３円で、前年度に比べ３０９万１，

０００円の増、率にして１．０％の増でありま

した。これは均等割額における軽減措置の改定

などによるものであります。不納欠損額は３１

万７，９００円、収入未済額は６１万４，９２

３円となっております。 

 ２款使用料及び手数料１項手数料について申

し上げます。収入済額は４万７，２００円で、

前年度に比べ１万６，０００円の減、率にして

２５．３％の減でありました。これは督促手数

料の減少によるものであります。不納欠損額は

なく、収入未済額はマイナス１００円となって

おりますが、還付未済によるものであります。 

 ３款繰入金１項一般会計繰入金について申し

上げます。収入済額は調定額と同額の１億２，

５４８万９９９円で、前年度に比べ６５１万７，

０００円の増、率にして５．５％の増でありま

した。これはその他繰入金の増加によるもので

あります。 

 ４款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の９２万５，１９６円で、

前年度に比べ６３万４，０００円の減、率にし

て４０．６％の減でありました。これは前年度

繰越金の減少によるものであります。 

 ５款諸収入について申し上げます。収入済額

は調定額と同額の１９５万９，６９４円で、前

年度に比べ７万４，０００円の増、率にして３．

９％の増でありました。これは事務費負担金決

算剰余金の増による雑入の増加によるものであ

ります。 

 収入済額の内訳につきましては、１項延滞金、

加算金及び過料がゼロ円、２項償還金及び還付

加算金が３２万１，７００円、３項預金利子が

ゼロ円、４項雑入が１６３万７，９９４円とな

っております。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額４億５，

３００万円に対し、調定額４億４，４３４万７，

６８５円、収入済額４億４，３４１万４，９６

２円、不納欠損額３１万７，９００円、収入未

済額６１万４，８２３円となったものでありま

す。 

 歳入決算額は前年度に比べ９０３万２，００

０円の増、率にして２．１％の増でありました。 

 次に、歳出について申し上げますので、次の

ページをお開き願います。 

 初めに、１款総務費について申し上げます。

支出済額は４５４万３，０９９円で、前年度に

比べ１７万円の増、率にして３．９％の増であ

りました。これは一般管理費の増により総務管

理費等が増加したことによるものであります。

不用額は７０万１，９０１円となっております。 

 支出済額の内訳につきましては、１項総務管

理費が２９６万９，３５１円、２項徴収費が１

５７万３，７４８円となっております。 

 ２款１項後期高齢者医療広域連合納付金につ

いて申し上げます。支出済額は４億３，６７７

万２，０１３円で、前年度に比べ８１４万５，

０００円の増、率にして１．９％の増でありま

した。これは保険料等負担金の増加によるもの

であります。不用額は７７１万２，９８７円と

なっております。 

 ３款１項公債費について申し上げます。予算

現額は１０万円でありましたが、支出がなかっ

たため、全額が不用額となったものであります。 

 ４款諸支出金１項償還金及び還付加算金につ

いて申し上げます。支出済額は２４万１，４０

０円で、前年度に比べ２１万６，０００円の減、

率にして４７．２％の減でありました。これは
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令和２年度以前の還付金の減少によるものであ

ります。 

 ５款１項予備費について申し上げます。予算

現額は２１６万円でありましたが、支出がなか

ったため、全額が不用額となったものでありま

す。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額４億５，

３００万円に対し、支出済額は４億４，１５５

万６，５１２円、翌年度繰越額はゼロ円、不用

額は１，１４４万３，４８８円となったもので

あります。 

 歳出決算額は前年度に比べ８０９万９，００

０円の増、率にして１．９％の増でありました。 

 歳入歳出差引残額は１８５万８，４５０円と

なり、全額を令和４年度に繰り越したものであ

ります。 

 以上で令和３年度上山市後期高齢者医療特別

会計歳入歳出決算について補足説明を終わりま

すが、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４４号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４４号令和３年度上山市後期高齢者医療

特別会計歳入歳出決算の認定については、原案

のとおり認定すべきものと決することに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４４号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４５号 令和３年度上山市産業 

       団地整備事業特別会計 

       歳入歳出決算の認定に 

       ついて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４５号令和３年

度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出決

算の認定についてを議題といたします。 

 当局の説明を求めます。商工課長。 

〔木村昌光商工課長 登壇〕 

○木村昌光商工課長 命によりまして、令和３

年度上山市産業団地整備事業特別会計歳入歳出

決算について補足説明を申し上げます。 

 なお、説明に当たりまして、前年度決算額と

の比較増減を申し上げますが、千円単位とさせ

ていただきますので、御了解くださるようお願

いいたします。 

 歳入から申し上げますので、決算書の４１ペ

ージ、４２ページをお開き願います。 

 初めに、１款財産収入１項財産売払収入につ

いて申し上げます。収入済額は調定額と同額の

７億２，１０６万５，２０２円で、前年度に比

べ皆増でありますが、これは３区画分の分譲収

入でございます。 

 ２款繰入金１項他会計繰入金について申し上

げます。収入済額は調定額と同額のゼロ円で、

前年度に比べ２，１７６万５，０００円の皆減

でありました。これは工事の完了により下水道

事業会計繰入金が皆減したことや、市債利子等
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の経費に分譲収入を充てたことにより、一般会

計繰入金が皆減したためでございます。 

 ３款１項市債について申し上げます。収入済

額は調定額と同額の２，９７０万円で、前年度

に比べ１億２，１２０万円の減、率にして８０．

３％の減でありました。これは産業団地の造成

工事等に充てる市債の減によるものであります。 

 ４款１項繰越金について申し上げます。収入

済額は調定額と同額の４万１，０００円で、前

年度に比べ１９万６，０００円の減、率にして

８２．７％の減でありました。 

 以上の結果、歳入合計では、予算現額７億５，

６５４万１，０００円に対し、調定額、収入済

額ともに７億５，０８０万６，２０２円となっ

たものであります。 

 歳入決算額は前年度に比べ５億７，７９０万

４，０００円の増、率にして３３４．２％の増

でありました。 

 次に、歳出について申し上げますので、４３

ページ、４４ページをお開き願います。 

 初めに、１款１項産業団地整備事業費につい

て申し上げます。支出済額は２，９７８万８，

０００円で、前年度に比べ１億４，０１０万４，

０００円の減、率にして８２．５％の減であり

ました。これは産業団地の主な造成工事が令和

２年度に完成したためであります。なお、令和

３年度は減圧弁設置工事、緑地整備工事を実施

しております。不用額は２７５万３，０００円

となっております。 

 ２款１項公債費について申し上げます。支出

済額は７億２，０４５万５，９６０円で、前年

度に比べ７億１，７４８万７，０００円の増、

率にして２万４，１６３．５％の増でありまし

た。これは分譲地の売却に伴い市債の繰上償還

を実施したものであります。不用額は２７４万

４，０４０円となっております。 

 ３款１項予備費について申し上げます。支出

済額はありませんでしたので、不用額は８０万

円となっております。 

 以上の結果、歳出合計では、予算現額７億５，

６５４万１，０００円に対し、支出済額は７億

５，０２４万３，９６０円、不用額は６２９万

７，０４０円となったものであります。 

 歳出決算額は前年度に比べ５億７，７３８万

３，０００円の増、率にして３３４．０％の増

でありました。 

 歳入歳出差引残額は５６万２，２４２円とな

り、全額を令和４年度に繰越ししたものであり

ます。 

 以上で令和３年度上山市産業団地整備事業特

別会計歳入歳出決算について補足説明を終わり

ますが、よろしくお願い申し上げます。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は歳入歳出を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４５号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４５号令和３年度上山市産業団地整備事

業特別会計歳入歳出決算の認定については、原

案のとおり認定すべきものと決することに御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 
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 よって、議第４５号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４６号 令和３年度上山市水道 

       事業会計決算の認定に 

       ついて 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４６号令和３年

度上山市水道事業会計決算の認定についてを議

題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔須貝信亮上下水道課長 登壇〕 

○須貝信亮上下水道課長 命によりまして、令

和３年度上山市水道事業会計決算について補足

説明を申し上げます。 

 水道事業会計決算書の２ページ、３ページを

お開き願います。 

 初めに、収益的収入及び支出の収入でありま

すが、第１款水道事業収益の予算額７億７，６

００万円に対し、決算額は７億９，３５１万６，

２４７円で、１，７５１万６，２４７円の増と

なっておりますが、第１項営業収益で給水収益

の増加などによるものであります。 

 次に、支出でありますが、第１款水道事業費

用の予算額７億６，８００万円に対し、決算額

は７億４，０００万９，６２７円で、不用額は

２，７９９万３７３円となっておりますが、第

１項営業費用で修繕費、委託料の減少などによ

るものであります。 

 ４ページ、５ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の収入でありますが、第

１款資本的収入の予算額１億４，４００万円に

対し、決算額１億５，２６６万５，８００円で、

８６６万５，８００円の増となっておりますが、

第２項加入金、他会計負担金などの増加による

ものであります。 

 次に、支出でありますが、第１款資本的支出

の予算額３億３，４００万円に対し、決算額２

億７，７０７万７，７８６円で、翌年度繰越額

は１，５０４万２，０００円、不用額４，１８

８万２１４円となっておりますが、第１項建設

改良費で工事請負費の減少などによるものであ

ります。 

 なお、欄外に記載のとおり、資本的収支で１

億２，４４１万１，９８６円の不足額を生じま

したが、過年度分損益勘定留保資金により補塡

を行っております。 

 ６ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市水道事業損益計算書につい

て御説明申し上げます。 

 １、営業収益は（１）給水収益から（５）受

託金までを合計し６億８，５８６万９，０６４

円、２、営業費用は（１）原水及び浄水費から

（７）その他営業費用までを合計し６億５，８

３８万８８２円となり、営業利益は２，７４８

万８，１８２円となっております。 

 ３、営業外収益は（１）受取利息及び配当金

から（３）雑収益までを合計し４，０８６万１，

０１１円、４、営業外費用は（１）支払利息と

（２）雑支出を合計し２，５１５万９，３５０

円、営業外の収支は１，５７０万１，６６１円

となり、経常利益は４，３１８万９，８４３円

となっております。 

 特別利益及び特別損失並びに予備費はありま

せんでした。 

 当年度純利益は経常利益と同額の４，３１８

万９，８４３円で、前年度繰越利益剰余金を加

えた当年度未処分利益剰余金は３億３，７９０

万１，１６７円となったものであります。 
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 次に、７ページを御覧ください。 

 令和３年度上山市水道事業剰余金計算書につ

いて御説明申し上げます。 

 初めに、資本金でありますが、前年度処分額

及び当年度変動額はありませんでしたので、資

本金の当年度末残高は２１億９，３１９万６，

１８７円となったものであります。 

 次に、資本剰余金でありますが、前年度処分

額及び当年度変動額はありませんでしたので、

資本剰余金の当年度末残高の合計は５９５万２，

７０４円となったものであります。 

 次に、利益剰余金でありますが、前年度処分

額がありませんでしたので、利益剰余金合計の

処分後残高４億９，８７１万１，３２４円に当

年度変動額４，３１８万９，８４３円を加え、

利益剰余金の当年度末残高の合計は５億４，１

９０万１，１６７円となったものであります。 

 資本金と剰余金を合計した資本合計の当年度

末残高は２７億４，１０５万５８円となったも

のであります。 

 ８ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市水道事業剰余金処分計算書

について御説明申し上げます。 

 当年度、議会の議決による処分はありません

でした。 

 次に、９ページを御覧ください。 

 令和３年度上山市水道事業貸借対照表につい

て御説明申し上げます。 

 資産の部でありますが、１、固定資産は

（１）有形固定資産のイ、土地からヌ、建設仮

勘定までを合計した４８億１，１４２万５，４

２０円に（２）無形固定資産の合計４７０万２，

０００円を合わせ、固定資産合計は４８億１，

６１２万７，４２０円となっております。 

 ２、流動資産は（１）現金預金から（４）前

払金までを合計し９億３，２０４万５，１３０

円となっております。繰延勘定はありませんで

したので、資産合計は５７億４，８１７万２，

５５０円となったものであります。 

 １０ページをお開き願います。 

 負債の部でありますが、４、固定負債は

（１）企業債と（２）リース債務を合計し１５

億７，４８６万５４２円となっております。 

 ５、流動負債は（１）企業債から（５）預り

金までを合計し２億５，２１０万４，２３８円

となっております。 

 ６、繰延収益は（１）長期前受金から（２）

長期前受金収益化累計額を差し引いた合計で１

１億８，０１５万７，７１２円となり、負債合

計は３０億７１２万２，４９２円となったもの

であります。 

 資本の部でありますが、７ページの上山市水

道事業剰余金計算書で説明したとおりでござい

ますので、説明を省略させていただきます。 

 結果、負債合計に資本合計を加えた負債・資

本合計は５７億４，８１７万２，５５０円とな

ったものであります。 

 次に、２２ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市水道事業会計キャッシュ・

フロー計算書について御説明申し上げます。 

 １、業務活動によるキャッシュ・フローは、

当年度純利益からその他流動資産等の増減額ま

での小計２億２，１５９万１，２６８円に利息

及び配当金の受取額からリース料利息の支払額

までを合計し１億９，７０３万９，５５１円と

なったものであります。 

 ２、投資活動によるキャッシュ・フローは、

有形固定資産の取得による支出から国庫補助金

等による収入までを合計し、マイナス８，１８

７万９，２００円となったものであります。 
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 ３、財務活動によるキャッシュ・フローは、

建設改良費等の財源に充てるための企業債によ

る収入からリース料の元本支払額までを合計し、

マイナス２，４５６万３，２７８円となってお

ります。 

 合計である資金の増加額に資金の期首残高を

加えた資金の期末残高は７億３，７９７万２，

９４７円となったものであります。 

 １２ページから２１ページまでの事業の概況

や工事などの事業報告書と、２３ページ以降の

各明細書などの附属書類につきましては、説明

を省略させていただきますので、御参照願いま

す。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は全部を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４６号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４６号令和３年度上山市水道事業会計決

算の認定については、原案のとおり認定すべき

ものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４６号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 議第４７号 令和３年度上山市下水 

       道事業会計決算の認定 

       について 

 

○大沢芳朋委員長 次に、議第４７号令和３年

度上山市下水道事業会計決算の認定についてを

議題といたします。 

 当局の説明を求めます。上下水道課長。 

〔須貝信亮上下水道課長 登壇〕 

○須貝信亮上下水道課長 命によりまして、令

和３年度上山市下水道事業会計決算について補

足説明を申し上げます。 

 下水道事業会計決算書の２ページ、３ページ

をお開き願います。 

 初めに、収益的収入及び支出の収入でありま

すが、第１款下水道事業収益の予算額１０億４，

７００万円に対し、決算額は１０億６，７５４

万６，６９９円で、２，０５４万６，６９９円

の増となっておりますが、第１項営業収益で下

水道使用料、第２項営業外収益で他会計負担金

の増加などによるものであります。 

 次に、支出でありますが、第１款下水道事業

費用の予算額１０億３，４００万円に対し、決

算額は９億９，６２１万１，８０８円で、不用

額は３，７７８万８，１９２円となっておりま

すが、第１項営業費用で委託料及び修繕費の減

少などによるものであります。 

 ４ページ、５ページをお開き願います。 

 資本的収入及び支出の収入でありますが、第

１款資本的収入の予算額５億８，９３０万円に

対し、決算額６億４，３８８万４，２３７円で、

５，４５８万４，２３７円の増となっておりま

すが、第１項企業債で下水道事業債の増加など

によるものであります。 
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 次に、支出でありますが、第１款資本的支出

の予算額９億３，５３４万２，０００円に対し、

決算額９億１，６８９万７，０５１円で、翌年

度繰越額は１，６６１万５，５００円、不用額

１８２万９，４４９円となっておりますが、第

１項建設改良費で工事請負費の減少などによる

ものであります。 

 なお、欄外に記載のとおり、資本的収支で２

億７，３０１万２，８１４円の不足額を生じま

したが、当年度分損益勘定留保資金により補塡

を行っております。 

 ６ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市下水道事業損益計算書につ

いて御説明申し上げます。 

 １、営業収益は（１）下水道使用料から

（３）その他営業収益までを合計し５億２，６

７５万６，３６０円、２、営業費用は（１）管

渠費から（６）資産減耗費までを合計し８億９，

７６４万６，０７４円となり、営業利益はマイ

ナス３億７，０８８万９，７１４円となってお

ります。 

 ３、営業外収益は（１）受取利息及び配当金

から（４）雑収益までを合計し４億９，１４５

万１，６７２円、４、営業外費用は（１）支払

利息と（２）雑支出を合計し７，５０３万８，

２３７円、営業外の収支は４億１，６４１万３，

４３５円となり、経常利益は４，５５２万３，

７２１円となっております。 

 ５、特別利益及び６、特別損失はありません

でしたので、以上より当年度純利益は４，５５

２万３，７２１円で、前年度繰越利益剰余金は

３，６９３万８，５９９円でありますので、当

年度未処分利益剰余金は８，２４６万２，３２

０円となったものであります。 

 次に、７ページを御覧ください。 

 令和３年度上山市下水道事業剰余金計算書に

ついて御説明申し上げます。 

 初めに、資本金でありますが、前年度処分額

及び当年度変動額はありませんでしたので、資

本金の当年度末残高は１１億６，３７７万４，

３９６円となったものであります。 

 次に、資本剰余金でありますが、前年度処分

額及び当年度変動額はありませんでしたので、

資本剰余金合計の当年度末残高は２億３，５４

４万３，１７２円となったものであります。 

 次に、利益剰余金でありますが、前年度処分

額がありませんでしたので、利益剰余金合計の

処分後残高３，６９３万８，５９９円に当年度

変動額４，５５２万３，７２１円を加え、利益

剰余金合計の当年度末残高は８，２４６万２，

３２０円となったものであります。 

 資本金と剰余金を合計した資本合計の当年度

末残高は１４億８，１６７万９，８８８円とな

ったものであります。 

 ８ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市下水道事業剰余金処分計算

書について御説明申し上げます。 

 当年度、議会の議決による処分額はありませ

んでした。 

 次に、９ページを御覧ください。 

 令和３年度上山市下水道事業貸借対照表につ

いて御説明申し上げます。 

 資産の部でありますが、１、固定資産は

（１）有形固定資産のイ、土地からホ、工具器

具及び備品までを合計した１３４億９，４２７

万６，４１２円に（２）無形固定資産の合計５，

００２万４，３９２円を合わせ、固定資産合計

は１３５億４，４３０万８０４円となっており

ます。 

 ２、流動資産は（１）現金預金と（２）未収
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金を合計し２億９，９４４万１，１８６円とな

っております。 

 以上より、資産合計は１３８億４，３７４万

１，９９０円となったものであります。 

 １０ページをお開き願います。 

 負債の部でありますが、３、固定負債は

（１）企業債５８億８，１２８万３，９２１円

となっております。 

 ４、流動負債は（１）企業債から（３）引当

金までを合計し５億７，３００万３，６６０円

となっております。 

 ５、繰延収益は（１）長期前受金から（２）

長期前受金収益化累計額を差し引いた合計で５

９億７７７万４，５２１円となり、負債合計は

１２３億６，２０６万２，１０２円となったも

のであります。 

 資本の部でありますが、７ページの上山市下

水道事業剰余金計算書で説明したとおりであり

ますので、説明を省略させていただきます。 

 結果、負債合計に資本合計を加えた負債・資

本合計は１３８億４，３７４万１，９９０円と

なったものであります。 

 次に、２２ページをお開き願います。 

 令和３年度上山市下水道事業会計キャッシ

ュ・フロー計算書について御説明申し上げます。 

 １、業務活動によるキャッシュ・フローは、

当年度純利益からその他流動資産等の増減額ま

での小計４億３，３４８万６，８５０円に利息

及び配当金の受取額と利息の支払額までを合計

し３億５，９２３万８，５４２円となったもの

であります。 

 ２、投資活動によるキャッシュ・フローは、

有形固定資産の取得による支出から投資活動に

よる負債の増減までを合計し、マイナス３億８，

９２９万９，２９５円となったものであります。 

 ３、財務活動によるキャッシュ・フローは、

一時借入れによる収入から建設改良費等の財源

に充てるための企業債の償還による支出までを

合計し４，１００万４，５９７円となっており

ます。 

 合計である資金の増加額に資金の期首残高を

加えた資金の期末残高は１億８，５８７万５，

５４６円となったものであります。 

 １２ページから２１ページまでの事業の概況

や工事などの事業報告書と、２３ページ以降の

各明細書などの附属書類につきましては、説明

を省略させていただきますので、御参照願いま

す。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○大沢芳朋委員長 これより質疑に入ります。 

 質疑は全部を一括して行います。 

 質疑、発言を許します。守岡等委員。 

○守岡 等委員 １２ページの事業報告書に関

わってですけれども、市街化区域内の浸水被害

の解消や、浸水被害を防止するために浸水対策

下水道事業を実施し、計画区域に対する整備率

が７８．９％となったとありまして、この事業

は大変重要な事業だと考えます。 

 令和２年に荒町川、八幡堂川が氾濫して、新

湯温泉街からふつかまちＰＬＡＺＡにかけて大

変な被害が発生したわけですけれども、仮に同

じような豪雨が発生した場合、今の事業で被害

を食い止めることができるのかどうか、教えて

ください。 

○大沢芳朋委員長 上下水道課長。 

○須貝信亮上下水道課長 令和２年７月の豪雨

で河川が氾濫ということでございましたけれど

も、それと同じような規模といいますか、そう

いった場合について、我々で進めている事業が



－１７３－ 

対応しているかと、こういったところだと思い

ますが、令和２年７月のときは、矢来三丁目等

に排水のポンプ、この事業を取り組み、これら

につきましても有効に機能していたと。また、

ほかの雨水幹線ですけれども、そのほか市内に

１０か所ございますが、これも大きな被害はな

かったとは認識をしております。 

 御質問のございました、実施中の浸水対策事

業につきましては、市街地の幹線、今、長清水

排水区というエリアで事業を進めてございます。

令和３年度に長清水排水区の実施計画のつくり

込みをさせていただきまして、今年度、事業、

具体の詳細設計等、進んでおりますけれども、

そういった意味では、御質問の、令和２年の規

模に対する対応というお話でありますけれども、

まずはそういう被害と状況につきましては、対

応できた現状の施設の環境であります。そのよ

うな状況になりますが、今後、流下能力を向上

させるための施設整備を進めてございますので、

浸水防止に努め、市民生活を支えてまいりたい

と考えております。 

○大沢芳朋委員長 ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 質疑はないものと認めます。 

 以上で議第４７号議案に対する質疑を終結い

たします。 

 次に、討論に入ります。討論の発言を許しま

す。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 討論なしと認めます。 

 採決いたします。 

 議第４７号令和３年度上山市下水道事業会計

決算の認定については、原案のとおり認定すべ

きものと決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第４７号は原案のとおり認定すべ

きものと決しました。 

 以上で当委員会に付託されました議案の審査

は全て終了いたしました。 

 この際、お諮りいたします。 

 委員長報告の取りまとめは、正副委員長に御

一任願いたいと思いますが、これに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○大沢芳朋委員長 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長報告の取りまとめは正副委員

長に一任することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○大沢芳朋委員長 これにて決算特別委員会を

閉会いたします。 

 御苦労さまでした。 

    午前１１時５９分 閉 会 

 


